
事業概要シート

≪　≫は、29年度の当初予算

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

担当課 産業振興部 農林水産整備課 問合せ先 0957-53-4111（内線258）

一般財源 9,000 千円

　畑作農業経営の体質強化のため、農業用用排水施設、農道、区画整理及び畑地かんがい施設等の基盤整
備を行うとともに経営安定等のための環境整備を一体的に行い、担い手農家の経営の安定に資する畑地帯
整備を総合的に実施する。

【事業概要】
全体事業費　732,000千円（県営事業）うち市負担金　79,600千円
　
　　・調査計画書作成  30,000千円　H30　 市負担金9,000千円 （負担割合　県70%、市30%）
　　・計画書更新　  　 2,000千円　H31　 市負担金　600千円 （負担割合　県70%、市30%）
　
　　・基盤整備（A=19ha）   700,000千円　H32～37予定　市負担金70,000千円
　　　　　　　　　　（負担割合　国  50%、県30%、市10%、地元10%）

　近年の畑地帯においては、小規模経営、担い手の不足と高齢化、農産物の輸入自由化の影響により畑作
経営環境は悪化し、耕作放棄地が増加する傾向にあり、畑作振興を図る上で大きな支障となっている。
　畑作の安定的発展を図るためには、経営規模の拡大や生産性の向上等を図り、借地等を活用した担い手
による連担的ほ場の形成等に向けて、農地利用の流動化を促進させることが必要不可欠である。
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施策： 農地の保全と有効活用

事業名：
畑地帯担い手育成型農地整備事業
（鈴田内倉地区）
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【活動指標】
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【成果指標】

①

②

【予算・決算】

2,611 13,622

1次評価
農地整備により耕作条件が改善し、農地利用の流動化を促進することができ、担い
手農家への集約により規模拡大や生産性の向上が図られる。

フルコスト 0 0 0 0 11,011

2次評価 1次評価のとおり

妥当性
(市の関与)

　農道や用排水路の施設を区画整理とあわせて行うことで市の関与は必要である。

有効性
(施策貢献度)

　基盤整備を実施することで、担い手農家へ集約でき施策効果は高い。

効率性
(コスト)

　本事業を県営事業として実施し、事業費の一部を負担することで、他の事業で市が事業主
体で行うより、コスト縮減となる。
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年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 合計

担い手農家数
4戸 ⇒ 6戸（H37）

目標値 戸 4 4 4

H32
(目標)

基盤整備面積
(目標H37年 19ha)

農地利用集積面積
 5ha ⇒ 12ha（H37）
1.25ha/戸 ⇒ 2ha/戸（H37）
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100事業計画書作成進捗率 目標値 ％ 0 0 70
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